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令和４年度都留文科大学附属小学校学校評価（自己評価） 
（Ｒ５．１．１３～１．１９実施） 

今年度の自己評価は，昨年度より質問項目を減らし，学校として重きをおいて指導を

進めてきた項目ならびに次年度の学校経営に必要と思われる項目に絞って評価をおこな

った。 

【評価項目】 

１ 学校教育目標・学校経営・学級経営・教職員組織について 

２ 学習指導（教科指導・総合的な学習の時間・特別活動）について 

３ 心の教育（道徳教育）・生徒指導・特別支援教育について 

４ 健康安全指導について 

５ 英語教育・環境教育・福祉教育・情報教育・キャリア教育・図書館教育他について 

６ 保護者・地域・大学との連携について            

◎評価は，４段階評定（４…良い，３…ほぼ良い，２…やや良くない，１…良くない） 

◎色のついている部分が本年度の評価 

           

・・・昨年より上がったもの・同等なもの       

 

・・・昨年より下がったもの  
 

1 学校教育目標・学校経営・学級経営・教職員組織について 

 

① 

  

学校教育目標・学校経営方針に基づいて，教育活動をおこなっている。 3.8  3.8  

・学校目標・経営方針に基づき，コロナ禍の中でできる範囲の教育活動を実施できている

と思う。 

・教職員一人一人が，真剣に教育活動に専念している。機会あるごとに「かしこく・やさ

しく・たくましく」を意識して指導に当たるようにしてきた。 

・子どもたちの健やかな成長に向けて全職員が取り組もうとしていた。  

② 

  

児童理解に努め，児童の自主性と教師の指導性の調和のとれた学校経営・

学級経営をおこなうことができている。 
3.5  3.9  

・様々な特性を持つ児童がいる中で，一人一人の個性や自主性を尊重し考えた指導がされ

ていると思う。 

・児童に考えさせ行動させる問いかけをしている先生がさらに増えることで児童の力がよ

りついていくと思う。本年度は，情報交換の時間があったことで理解が深まったので，今

後も定期的に時間をとりたい。 

・それぞれの児童の個性や特性を配慮した上で，できるだけその子が自主的に学習に向か

えるよう取り組んできた。 

・子どもたちの特性に応じ，支援員や専門機関に助けていただきながら指導に当たれたと

思います。 

③ 

  

教職員間における相互理解や信頼関係による指導・助言・協力態勢がとら

れている。 
3.5  3.0  

・教職員間のチームワークが優れている。 

・質問や相談を先生方同士でその都度している様子を多くみかけ，こまめな連携が図れて

いると感じる。 

・いろいろな面でよく気がつき，配慮した上で協力していただける方が多くありがたく思

っている。 

・子どもや職員達への校長先生や教頭先生のあたたかなお言葉で意識を高められました。

それを手本として声を掛け合い助け合って指導することができました。  
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④ 校内研究のテーマの元でＩＣＴを活用した授業を積極的に取り入れてい

る。 
3.6  新項目 

  ・校内研究の実践によって，ICT活用方法や活用方法の種類，アプリの内容，ICT活用に

よるメリットなどを学ぶことができ，その後の教育活動にも活かすことに繋がっていると

思われる。 

・誰もがつかってみよう！と思えるようになったのは大きな成果です。 

・必要に応じて ICTの活用を図るようにしてきたが，学級人数の関係で ICTを使うより他

の手段を考えた方が良いと思われる場面ではそちらを優先した部分もある。 

・今回授業をさせてもらい，自分でもできるのだと少し安心しました。ＩＣＴを使うこと

によって学習場面や内容の充実を感じました。  

考
察 

・学校教育目標に基づいた教育活動が行われていた。・それぞれの教員が児童理解に努

め，丁寧な対応をして学級経営が行われていた。昨年度からポイントが下がっているが，

記述内容から「児童の自主性」という部分に着目して回答しているためだと考えられ

る。・教職員間で言葉を交わすこと，互いがどのような仕事をどう進めているかなど周囲

の状況に配慮しながら，相互理解を図って信頼関係を深めるよう努めてきたことで，昨年

度よりも高評価を得られていると考えられる。・児童用のタブレットが配付され，各教室

での活用を進めてきた。校内研で進めてきたので，情報交換をしながら多くの機能を使え

るようになってきている。「やってみよう」とチャレンジする気持ちをもって取り組む教

師が増え，児童もいろいろな学びを得ている。組織としての高まりが見られた一つの例で

ある。 
 

2 学習指導（教科指導・総合的な学習の時間・外国語活動・特別活動）について 

① 

  

児童に学習習慣が身につき，進んで学習に取り組めるよう，教材研究や指

導法の工夫をしている。 
3.7  3.7  

・どうしたら理解へ繋がるか，児童の生活経験から理解を引き出せるような教材研究や，

一人一人の特性に即した指導がされていると思う。 

・学習習慣の定着は，家での生活にどのくらい介入するかと家での教育に対してどのくら

い関与する気持ちがあるかによる。宿題だけでは習慣は定着しにくいので，家庭と過ごし

方の歩調を合わすことが重要だと感じた。 

・自分なりには教材研究や指導法の工夫を行ってきたつもりであるが，まだまだ改善の余

地があるように思う。 

・学力向上に向けてＩＣＴを活用した授業改善に取り組む体制がありました。パソコン操

作で困ったときにはすぐに教えていただき本当に助かりました。  
 

児童個別の実態をふまえ，学殖向上のために個に応じた指導法の工夫と評

価方法および評価方法の工夫改善に努めている。 
3.6  3.4  

・先生方はとても丁寧で手厚いご指導と授業をされており，改善点や評価方法等は先生方

同士で相談・助言をし合う姿がみられるため，その都度努められているとおもわれる。 

・学習習慣ともかかわるが，一律の宿題について確認したい。 

・それぞれの児童の個性や特性を配慮し，必要に応じて個に応じた指導を行うようにした

が，また十分でない点があるように感じている。 

・朝の学習や家庭学習にパソコンを使用したこと，３つの検定に向けての取り組み，支援

員の協力など学校体制で取り組めた。  

③ 児童会活動・縦割り班活動は，学年の枠を超えた仲間作りや人間関係づく

りを意図して実践することができた。 
3.5  3.8  



4 

  ・意図した実施がなされていると思われる。コロナ禍であり，コミュニケーション能力を

高めるためにも必要な意図があると思われる。 

・行事ではなく，日常の交流（EX.兄弟学級での読書等）を大切にしたい。 

・活動機会はそれほどなかったが，少ない活動の場面を生かして交流できていたように思

う。 

・コロナ禍での取り組みは大変だったと思います。子どもたちの活躍の場を大切にし，団

結力や表現力，愛校心を伸ばすことができました。 
考
察 

・教材研究や授業の準備を丁寧に行う姿が日々見られる。工夫を凝らした掲示物を作成し

たり，一人一台端末を効果的に活用したり，児童の学力を伸ばそうという思いは職員に共

通している。互いに刺激を受けながら，学びあう職員集団でありつづけたい。 

・保護者のアンケートにも自己評価にも家庭学習（宿題のあり方）について考えさせられ

る意見がある。今後職員で共通理解を図っていかなくてはならない部分である。 

・教科外の学習においは，さまざまな体験活動や講師を招いての学習会を催すことがで

き，多くを学び得ている。また，担任だけでなく支援員や他の職員との関わりの中でも学

ぶことは多い。少人数ならではの恩恵を受けているといえる。 

・未だコロナ禍の中で実施ができないことも多く，制約の中での活動となっているが考え

て工夫していこうという職員集団となっている。  

3 心の教育（道徳教育）・生徒指導について 

① 

  

全教育活動ならびに道徳教育を通して，思いやりの心と感謝の心を持てる

よう指導をおこなうことができた。 
3.3  3.6  

・いろいろな場面で，担任でなくても児童に道徳的な話ができる先生が多いと思う。 

・先生方が事あるごとに丁寧に対応・指導をしてくださったので良いと思います。 

・先生方の手厚い指導を多くの場面で拝見する。児童も優しい気持ちを持って他者と関わ

る様子がみられる場面が増えたと感じる。 

・道徳や学級活動の時間を使って，自己理解・他者理解を進め，思いやりや感謝の心が育

つような取組を考えてきたが，充分でない点があるので今後も指導を続けていきたい。 

・多様な個性の中で生活し，他者を受け入れ共に学ぼうという気持ちが強いと思います。 

・ＳＮＳや福祉講話など，外部講師を招いての学習も子どもたちの深い学びになりまし

た。 

② 

  

いじめや不登校，問題行動の早期発見と早期対応に努めることができた。 3.7  3.8  

・難関なケース発生にも至らず，担任教師は勿論，全職員で児童を見守り，異変が生じた

際は連携を取り迅速な対応へと繋げていくことができていると思われる。 

・教職員一人一人が諸問題解決に向けてしっかり取り組んでいる。 

・担任だけでなく全職員で情報共有することができつつあるので良いと思った。 

・大きな問題はなかったが，問題がある度に管理職の先生の指導を受け対応をすることが

できた。 

・職員室で日常的に子どもたちの頑張りや心や体の様子を話し，全職員で対応できまし

た。 

考
察 

・道徳についての評価のポイントは昨年度よりも下がっている。しかし，他者との関わり

という部分での児童の力の伸びが感じられる意見が多い。全職員で考え，対応することが

できているという評価も見られる。 

・少人数の学校ということで，児童一人一人を全員の目で見ることができるので職員が共

通認識をもって児童を指導することができている。  
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4 健康安全指導について 

① 

  

児童の健康状況の把握に努め，保護者への啓発や保護者との連携を図り，

健康安全教育を推進することができた。 
3.8  4.0  

・朝の健康観察や日常の健康観察を，担任をはじめ全ての職員で実施できており，健康問

題の早期発見・早期治療へ繋げていくことができているとおもわれる 

・学校全体でしっかり取り組めています。 

・養教を中心に連携が取れていると思う。 

・わくわく健康チェックカードの活用など意識的に行った。 

・コロナ対応を大変だったが，養護教諭を中心に丁寧に対応できた。学校からの方針をメ

ールや便りで知らせることによって保護者も大変協力してくれた。 

③ 

  

防災・防犯について，安全教育を推進し避難訓練等，危機管理の対応に努

めている。 
3.5  4.0  

・コロナ禍で実施できない時もあったが，できる範囲での活動ができており，児童にとっ

ても危機管理能力の向上に繋がっていると思われる。 

・校舎の工事や日程の関係でなかなかしっかりした避難訓練が実施できていなかったと思

う。 

・学校（大人）だけでなく，子ども自身にも自分事として考えさせたい。 

・機会あるごとに子どもたちには指導してきた。避難訓練の数が少なくなったのは校舎作

業との関係で仕方ない面があったと思う。 

・本校の立地の様子などを考えた避難訓練ができ，実践に役立った。  
考
察 

・児童の健康の把握，家庭との連携等，養護教諭と担任との情報共有がよくなされてい

た。管理職への報告も確実に行われ，学校として児童の健康に配慮できた。・登下校時の

見守りや健康観察など，児童の様子を把握できるように努めることができた。毎朝の声か

けで児童のその日の様子がわかるので，今後も続けたい。・児童の実態や地域の実情にあ

った避難訓練が行えた。非常ベルが鳴ってしまったことがあり，いつ･何が起きるか分か

らないということを意識できる場面も見られ，考えるきっかけともなった。（消火栓の破

損事故もしかり。）・校舎の工事があり，実施回数が減ってしまったことで，昨年度よりも

評価が下がったと思われる。  

5 環境教育・福祉教育・国際理解教育・情報教育・キャリア教育・図書館教育・他に

ついて 

① 英語特区の学校であることを意識して，日常から児童の英語による基礎的

なコミュニケーションの能力の育成に努めている。 
3.3  4.0  

  ・お昼の英語の歌の放送や，朝のALTへの挨拶＋一言などを実施しており，児童の日常

コミュニケーション能力を上げる機会を作っているとおもわれる 

・教育課程にしっかり組み込まれ実践しています。 

・英語を使った放送や音楽を流すことをしていた。身近に英語があることはよいことであ

る。 

・ALTによる朝の挨拶がとても良いと思う。帰りも同じようにコミュニケーションを図

ると一層子どもの励みになると思う。 

・日常生活の中で気がついたときには英語での働きかけをするなどするようにしてきた。 

・ＡＬＴや英語専科を中心に楽しく学べていた。 

② 

  

環境教育や自然体験活動・学校林活動の活動等を通して，環境への関心を

高め，理解を深めさせるなど，環境教育の充実を図ることができた。 
3.7  3.5  
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・多くの森林体験活動が成されており，自然を大切にする心や生きる力，友だちと協力す

る大切さや自分を見つめる強さなどを学び感じる機会が教育活動へ多く反映されていると

思われる 

・森林組合や大学から講師として来ていただき，恵まれている。 

・本校でしか経験できないことがたくさんあるのでとても良い。 

・学校林活動など意識して取り組めるように指導を行った。 

・全学年を通じて森林体験ができる。資源の循環・命の循環を学ぶことができた。 

③ 

  

福祉や人権への関心と理解を深め，共に生きる心を育むとともに，多様性

を尊重する態度を養うように努めている。 
3.4  3.0  

・日々の学級活動や校内活動の中での学びや，福祉講話，多様性の尊重では適切な指導を

発達段階に即して実施するなど，工夫し意識して努められているとおもわれます 

・毎日の教室内・学校内が多様性を認める機会になると思う。その時々に子どもたちに意

識させるだけでなく，大人も日頃から意識して過ごす必要がある。 

・福祉講話集会などの機会，また日々の生活の中で福祉に関心がもてるような働きかけ，

多様性を認められるような指導を行ってきた。 

・今年は点字を学び，目が不自由な人のためにできることを子どもたちは考えていた。と

ても良い機会となった。 

④ 

  

情報教育は，児童の実態をふまえて計画的におこなうことができた。 3.4  3.0  

・外部講師の方の授業により，児童・教師共々深い学びができ，計画的に行われていたと

おもう 

・児童の興味関心を大切にしながら，段階的に行えるよう心がけてきた。 

・教務主任を中心に環境を整えてくださりました。子どもたちが率先して使おうとしてい

ました。  

⑤ 

  

教育課程とのかかわりやキャリアパスポートの活用で体系的なキャリア教

育を推し進めている。。 
3.3  3.0  

・外部講師の活用など，工夫した教育活動が考えられているとおもわれる・書いたものを

掲示している学級もあったので，意識していることがわかる。・子どもたちにどのような

キャリア教育委を行うかを確認したい。・キャリアパスポートの活用などはかる中で，児

童の意識が高まるようにしてきた。・自分で目標をたて評価することによって，子どもた

ちは自分の成長がわかったようだ。文大ツアーは，将来の自分の姿を思い描くのとてもよ

かった。  

⑥ 

  

図書館教育や読書指導を授業との関わりの中で計画的に行っている。 3.5  3.4  

・図書ビンゴや，多読書賞，図書委員会の劇など，意図ある活動を計画的に行われている

と思います 

・もっと子どもたちに本を読んでもらいたい。 

・図書だよりや図書室の取組などを参考に，国語の授業とも関わらせて多様な読書を行う

ように働きかけてきた。 

・学力向上に向けても読書活動は大切なのでこれからも努めて指導していきたい。  
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考
察 

・本年度は，ALTの交代や不在，経験不足などの課題があり，昨年度よりも評価は下が

っている。しかし，英語の授業は，全学年ともに専科の先生に担っていただいていて楽し

みながら学習を進めてきている。各担任も英検 Junior の取組などを視野に入れながら児

童の英語の能力を伸ばそうと年間をとおして取り組んでいる。今後も各自が研鑽を積む中

で，児童の英語に対する興味を深めていく必要がある。 

・それ以外の項目については，昨年度よりもよい評価となっている。これまで附属小学校

が積み上げてきた学びをさらによりよいものにするよう，目的を明確にした計画を立て反

省をしていく必要がある。 

・環境教育では，全学年をとおして，ふれあいの森や学校林での活動を行い，大きな学び

を得ている。それをつなげていくことが今後も必要である。昨年度作成した森林プログラ

ムを活用しながら，つながる学びをしていきたい。 

・昨年度も実施した都留文科大学とのミニミニ大学の取組はキャリア教育の大きな成果と

考えられる。講師を招いてキャリア教育につながる教室を開いた学年もあった。キャリア

パスポートの効果的な活用もできてきている。 

 

6 保護者・地域・大学との連携について 

① 保育園や中学校と連携を深めながら教育活動をおこなうことができた。 2.9  2.6  

  ・コロナ禍のため連携を深めた教育活動が計画的にできたかどうかはわからないが，幼少

連携・小中連携は児童の教育問題を防ぐためにも必要であると思うので，連携した教育活

動は大切にすべきだと考える 

・コロナでできないことが多いが大切にしていきたい。 

② 都留文科大学との連携・協力を積極的に行っている。 3.8  3.8  

  ・ミニミニ大学や，都留文科大学の教授の先生方を招いた授業などが積極的に行われてい

ると思われる 

・だんだん交流が元通りになってきていると感じる。どの時期に行うかを考えることも必

要だと思う。（大学の先生のご都合もあるので勝手に決められることではないが・・・） 

・ミニミニ大学や各種外部講師の活用，校内研への講師招聘などよく連携できているよう

に思う。 

・北垣先生などの外部講師の学習会，大学院教育実習学の受け入れ，校内研究，大学ツア

ーなど大変刺激になる。  

③ 開かれた学校づくりのため，学校の教育活動について「たより」等を通し

て保護者や地域等に情報提供をすることができた。 
3.8  3.9  

  ・コロナ禍で地域の方々まで広がる行事の参集等は実施されなかったが，おたよりやホー

ムページで，学校行事や児童の活動の様子を写真と一緒に掲載・配布しており，保護者や

地域に開かれた教育活動へと繋げていくことができていると思われる。・きめ細かく地域

や保護者に情報発信しています。・学校だよりや学級通信で日常の様子を伝えたり，ホー

ムページの更新をしたりして伝えられていると思う。・それぞれの便りや HP の更新等で

学校の状況について発信できてると感じる。・ホームページや便りを使い，学校の様子を

保護者地域に伝え，大変協力してもらっている。  

④ 

  

学校と地域・保護者との連絡や情報交換は適切に行っている。 3.5  3.6  

・管理職や担任の先生方を始め，適時適切な情報交換がされているとおもわれる 

・必要時に必要なことを丁寧に伝えることをしていくことを続けたい。 

・懇談会や学校評議委員会などの機会を通して情報交換が行われていると感じられる。  
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考
察 

・開地保育園では，お祭りで附属小学校の紹介をしたり，「学校だより」の紹介を行った

りなど，本校入学を勧めるために学校の宣伝を行った。中学校とは，兄弟関係の情報交換

をする程度で終わってしまった。本校児童の進学先であることも考えて情報交換を密にし

ていきたい 

・コロナ禍にありつつも，行動制限がなくなったことで，外部講師を招いたり，校外へ行

ったりすることができるようになった。都留文科大学との交流はもとに戻りつつあり，今

後も継続できるように取り組み，児童の学びを深めていきたい。 

・ホームページの更新を定期的に行ったり，地域に学校だよりを回覧したりするなど，学

校の教育活動の紹介を地域や保護者に対して行っていることは．職員の評価だけでなく保

護者アンケートの結果にも高評価となって表れている。 

・送迎で来校する保護者に声をかけ，学校と家庭との情報共有が一年をとおしてみられた

こと，得た情報を職員で共有して，職員全体でそれぞれの児童を育てようという気持ちで

過ごしてきたことは，職員間の相互理解や信頼関係にもつながっていると考えられる。 
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令和４年度学校評価 保護者アンケート 
（Ｒ５．１．１３～１．１９実施）      

 

都留文科大学附属小学校 

 

みどり・・・Aの割合が５％以上増えたもの         

ピンク・・・Aの割合が５％以上減ったもの        きいろ・・・C評価・D評価がついたもの 

 

 

Ⅰ 学校について     A：そう思う B：ややそう思う C：あまり思わない D：全く思わない （%） 

下段（ ）内は昨年度 

№ 質問項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

1 学校は，やさしい子どもを育てようとしている。 (思いやり 挨拶)  
82 

(81) 

18 

(19) 

0 

(0) 

0 

(0) 

2 
学校は，かしこい子どもを育てようとしている。 

(意欲的に学習に取り組める) 

79 

(68) 

18 

(30) 

3 

(3) 

0 

(0) 

3 
学校は，たくましい子どもを育てようとしている。(進んで運動 最

後まで頑張れる 健康や安全に気をつける) 

68 

(73) 

32 

(27) 

0 

(0) 

0 

(0) 

4 
運動会や校外学習等の学校行事は，子どもたちにとって魅力あるもの

になっている。 

74 

(68) 

21 

(27) 

6 

(５) 

０ 

(0) 

5 
学校は，保護者や地域の方々が授業や行事を参観できる機会を適切に

設けている。 

59 

(65) 

32 

(27) 

９ 

(5) 

0 

(3) 

6 学校は，子どもの安全に配慮し，適切な指導と危機管理を行っている。 
65 

(62) 

35 

(30) 

０ 

(８) 

０ 

(0) 

7 学校は，子どものことで連絡・相談しやすい。 
59 

(57) 

38 

(41) 

３

(3) 

０

(0) 

8 学校は，家庭への連絡や情報提供を適切に行っている。 
74 

(61) 

 26 

(33) 

0 

(6) 

0 

(0) 

9 通知票は，子どもの学習の様子がわかるものになっている。 
61 

(70) 

36 

(30) 

3 

 (0) 

0 

(0) 

【意見】 

○一人一人をよく見てくださり，とても嬉しいです。 

○コロナ禍でも学校でできうる限り行っていただきありがたかったです。少人数の学校ということで

参観の人数なども他校に比べ柔軟な対応をしていただいていると思います。 

▲宿題が多いように感じます。土，日は休みなので，好きなこと･習い事などに取り組んでほしいし，

休息の日にしてほしいのですが，泣きながらやる量なので･･･。イヤイヤやってるので，頭に入って

ないようにも思います。 

□コロナ禍なのでしょうがないのですが，同居以外の祖父母も学校行事に参加できると嬉しいです。 

□コロナ禍なので難しいですが，もっとたくさんの方と交流や祖父母にこどもたちの姿を見せてほし

いです。 

 

【考察】 

・1･6･7 の項目については昨年度並みの評価となっている。しかし，6 及び 7 の項目については，Ａの

割合が増えるよう今後も一層の努力が必要である。 

・2については，昨年度よりも高い評価を得ている。他の学習に関する設問（「Ⅱ教師について 2わか

りやすい授業に努めているＡ評価 79％（前年度比＋11）」「Ⅲ子どもについて 4進んで家庭学習をし

ているＡ評価 53％」（前年度比＋14））についても高評価が得られているので，学校全体で行っている

学力向上に対する取組が徐々に身を結んできていると考えられる。しかし，宿題が多いという意見も

あり，児童の実態を見ながら保護者の理解を得て進めていく必要がある。(※自己評価のコメント) 
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・5 については，新型コロナウイルス感染防止の観点から，行事の中止や縮小などがあったりしたが，

児童の活動としては，昨年度よりも多くの取組ができたため，多くの家庭が好意的な評価をしている。

保護者の行事への参加も人数を増やすなどの工夫をしてきた。反省には柔軟な対応でよいという好意

的な意見とともに，さらなる対応をお願いしたいという要望があった。児童の安全確保を第一に考え

たことでご理解をいただいてきているので，今後も状況を見ながら判断をしていく。 

・8 の項目はＡ評価の割合が増加している。今年度は行事ができるようになってきたので，学校だより

や学級通信の配布，ホームページの随時更新，メール配信などで情報を細やかに発信する取組が評価

へつながったと思われる。 

・9 の通知表については，県のシステムを取り入れ，以前行っていた単元別の評価ではなく観点別の評

価となっているため，何がどうできたのかを把握しにくい。個別懇談において，成果や課題について

担任から丁寧に話をしていくことで理解を得る必要がある。 

 

 

Ⅱ 教師について     A：そう思う B：ややそう思う C：あまり思わない D：全く思わない （%） 

下段（ ）内は昨年度 

№ 質問項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

1 

学年・学級だよりや学年部会などで，子どもの生活状況や学級

の様子，子どもの成長（学習面など）についてわかりやすく伝

えている。 

85 

(78) 

15 

(19) 

0 

(3) 

0 

(0) 

2 先生は，わかりやすい授業に努めている。 
79 

(78) 

18 

(19) 

3 

(3) 

0 

(0) 

3 
先生は，子どもたち一人ひとりのことを，理解しようと努めて

いる。 

88 

(89) 

6 

(8) 

０ 

(3) 

6 

(0) 

4 先生は，子どものことについて相談に応じてくれている。 
85 

(81) 

9 

(19) 

6 

(0) 

0 

(0) 

5 先生は，いじめがないように努めている。 
88 

(81) 

6 

(14) 

6 

(0) 

０ 

(5) 
【意見】 

○一人一人をよく見てくださり，とても嬉しいです。 

○親身になって勉強を見てくださり，子どもも意欲が出てきています。 

○とても素晴らしい先生で感謝しています。いつもありがとうございます。 

○児童一人一人を公平に接しておられる姿を見習いたいです。いつもありがとうございます。 

○温かい先生で感謝しています。 

○とてもこの一年で子どもの成長が見られたのは，担任の先生，関わってくれる先生方のおかげで

す。本人のやる気を引き出し，積極的に様々なことに取り組むようになりとても感謝していま

す。 

 

【考察】 

・どの項目についても，肯定的な回答（Ａ，Ｂ）が 94%～100%である。経年的に教師に対する評価が高

まってきていることが感じられる。児童や地域の実態に基づいた教育計画と実践が必要な時代に，本

校の教職員は児童理解に努め，家庭と協力，連携して子どもたちを育てている。そのことが家庭にも

十分伝わった結果といえるのではないか。しかし，ＣやＤの回答もあるので，学級担任であるなしに

かかわらずさらに一人一人の児童理解に努め，保護者とともに児童を育てていけるように努めていき

たい。 

・相談しやすい教職員や学校であるために，職員が全校児童と保護者と顔見知りになれる強みを生かし

て送迎の際の保護者との交流や他の機会に声をかけるなどをしながら，今後も継続して相談しやすい

教職員，学校であるように努めていきたい。 
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Ⅲ 子どもについて    A：そう思う B：ややそう思う C：あまり思わない D：全く思わない  （%） 

下段（ ）内は昨年度 

№ 質問項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

1 子どもは，学校に行くのを楽しみにしている。 
62 

(59) 

38 

(35) 

０ 

(5) 

0 

(0) 

2 子どもは，よくあいさつをする。 
59 

(49) 

26 

(41) 

15 

(7) 

0 

(3) 

3 子どもは，仲のよい友だちがいる。 
71 

(70) 

29 

(27) 

0 

(3) 

0 

(0) 

4 子どもは，進んで家庭学習をしている。 
53            

(39) 

26 

(36) 

15 

(25) 

6 

(0) 

5 社会のルールを守る態度が育ってきている。 
68 

(49) 

32 

(49) 

0 

(2) 

0 

(0) 

6 子どもは，進んで読書をしている。 
44 

(35) 

32 

(38) 

15 

(19) 

9 

(0) 

・初めての学校生活で不安でしたが，お兄さん，お姉さん，先生などが優しく接してくれるので，学

校に行くのが楽しみなようです。 

・もう少し自分から大きな声で挨拶をしてほしいです。 

・ここまで成長するとは思いもしておりませんでした。日頃のご指導に感謝申し上げます。 

・いつもありがとうございます。たくさん成長する機会をつくっていただき感謝しています。 

【考察】 

・いずれの項目についても，評価が前年度の割合を上回った。特に５の項目は 20％近くＡ評価の割合が

増加している。家庭で子どもたちに話をしている部分も多大だと思うが，学校においても日常から指

導を重ねていることが結果につながっていると考えられる。 

・2のあいさつについて，Ａ評価の割合が 10%程度増加している。学校においては，学校長が式や集会等

で児童に話をし続け，それを受けて職員が児童とともに挨拶活動に力を入れてきた。引き続き取組や

指導を継続するとともに，子どもたちが自覚をして挨拶のできる附属小を作り上げていく。 

・４，６の項目についても，いずれもＡ評価の割合が 10％程度増加している 依然としてゲームや動画

配信に費やす時間はあるようだが，授業の様子や３検定の取組などを見ていると，目的を持って学ぶ

姿勢が身についてきている児童の増加が感じられる。 

 

 

【まとめ】 

それぞれの項目について，おおむね好意的な評価を得られている。しかしながら，質問項目の回答に

は，Ｃ評価やＤ評価のついている項目があることも事実である。改善できる点，工夫できる点について

は，来年度に生かす必要がある。 

その一つとして，コロナ禍で，子どもたちの安全を第一に考え制限をもうけてきたが，思うように学

校行事に参加できていないと感じている保護者がいることも確かで，その思いを受けとめつつ，今後も

さまざまな発信を続けていく必要がある。 

また，保護者や地域の方が願いや思いを伝えやすい学校となるために，日常からのつながりを強固に

していきたい。そのために，顔を合わせた人に対して挨拶をすることを学校体制で大切にしていく。保

護者・地域の方・教職員の目指すところは子どもたちの健全な成長である。スクールカウンセラー，ス

クールソーシャルワーカー，通級指導教室等の関係諸機関とつながりを持ちながら，子どもたちのこと

を考え，互いに意思の疎通を図ることも必要である。 

上記のことを心にとめ，今後も教職員としての自覚を持ち，学び続ける中で，附属小学校の児童が自

ら楽しく学べる学校づくりを全職員の総意のもとで行っていく。 
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令和４年度学校関係者評価 
（Ｒ５．２．１６実施） 

 

２月１６日（木）に学校関係者評価委員会を開催し，学校から「学校評価」についての説明を行っ

た。参加者からは様々な意見をいただいた。児童の実態や教育課程との関わりを考え，検討した上

で，次年度以降の教育活動に反映していきたいと考える。 

 

１ 保護者アンケート・自己評価に関わって（教頭） 

・保護者アンケートでは，学校経営について，概ね高い評価を得ている。 

・保護者アンケートは，好意的な数値が多いものの，一部に厳しい意見がある。 

・コロナ禍であったが，本年度は授業参観や学校行事には，ほとんどの保護者に参加していただい

ている。 

・英語特区，環境教育を学校の特色として特に力を入れてきた。 

・子どもについての評価はここ数年で徐々に上がってきている。Ｃ・Ｄの評価が減っていくよう

な取組を考えていきたい。 

・今後も児童理解も含め，信頼される学校づくりに努めていく必要がある。 

・今後も保護者の理解と協力のもと改善を図っていく。 

 

２．よせられた主な意見 

① 自己評価について 

・職員が変われば評価も変わるので，評価が下がった部分については，あまり気にしなくていいと

思う。 

・管理職の先生の子どもへの的確な意見と現場の先生方のちょっと控えめな文章に接すると附属小

の正しい指導と思いやりのある場面が目に浮かぶ。これからもお願いしたい。 

・先生方には児童の個性を重視し一人一人の自主性を尊重した関わりや指導をしていただいている。 

一人一人に応じた取り組みがされており，よく見てもらっていると思う。 

・学習指導においても個別性や宿題での工夫がとても感じられた。 

・自学の回数が増えたことを評価されることで，子どものやる気が増えたこともあった。子どもた

ちを比べることは良くないことかもしれないが，そうしてやる気になる子もいる。 

・子ども同士の関わりのなかで，その都度対応していただき，子どもの心の成長を感じられた。 

・健康チェックカードをとおして学校と家庭での情報共有が図れたように感じた。 

・英語特区であるため，ALT との活動も多く，身近に英語があふれていて環境はとてもよい。 

 

② 保護者アンケートにかかわって 

・一貫して先生方に対する感謝の気持ちが伝わってくる。先生方の毎日の努力の成果だと思う。 

・宿題は家庭ではでききらないこともある。 

・高学年になると宿題を見せてくれなくなる。実際の授業の中でどのようなところができないかが

わかりにくくなる。そこを担任の先生と共有する機会も持てた。 

・子どもたちの家庭生活の中には習い事もある、ゲームもしたいということになると、限られた家

庭時間で学習をするのが大変な部分もある。 

・学級通信などを通して子どもたち一人一人の様子や先生方の熱意を知ることができる。さらには
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子どもたちの意欲を引き出してくれるような内容になっていて手紙を持って帰ってくるとそれ

を見ながら子どもとの会話が弾む。 

・コロナ禍でありながらも学校行事への柔軟な対応をしていただいている。いつもありがとうござ 

います。 

・学校行事をとおして先生方が子ども一人一人と向き合っている姿には本当に感謝しかない。あり

がとうございます。 

・運動会のあり方は現在の形でよい。（お弁当を作らなくてよい） 

 

③ その他の意見 

・今後の行事に関しては附属小の伝統行事でもあるほうとう煮会が復活できることを願っている。

きっと子どもたちの最高の笑顔が期待できると思う。 

・ほうとう煮会がされていないのは残念。協働のまちづくりでも３世代の集まりをしても食べるこ

とはできなかったので仕方がないとは思う。地域運動会ももう４年間していないので今後実施は

無理だと思う。小学校を中心とした地域づくりをしていけるように考えたい。 

・ほうとう煮会に限らず，食べるような行事を増やしていければ学校のアピールができるのではな

いか。グランドで焼き芋等。 

・附属小学校への入学希望者が増えることを心から祈っている。英語特区・学校林・文大とのつな

がり。少人数学校の魅力，そして附属小学校へ赴任すると，ますます成長する先生たち。宣伝よ

ろしくお願いします。 

・英語特区ということなのでそれをしっかり話をして、人が増えるようにしていかないといけない。

保護者の方にも訴えていきたい。 

・年回りで人数が少ないところ，男女比のバランスの悪いところもあるので人数増が難しい面もあ

る。 

・子どもたちをもう少し増やして２桁ぐらいにはしたい。親に働きかけていかないといけない。附

属小のいいところを親に見てもらえる機会を作っていく必要がある。そういう企画も考えていっ

たらどうだろう。 

・就学時検診の際に学校としてではなく地域や P としてアピールしてはどうだろうか。 

・学校存続をできるようにいろいろなアプローチが，学校からではなく他のもの（P，地域）からで

きるように考えていければいいのではないか。 
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○ 学校長より 

・宿題については、家庭に対して僭越なことをしていると思うが、中学校では莫大な宿題が出され

るのでそれにも対応できるようにしていかなければならない。勉強しないと非利益をこうむるこ

とになってしまう。意欲を大切にしたいと思っている。学校と家庭でどのくらい宿題を出すか相

談できるようにしていきたいと考えている。 

・コロナ関係で、食べるイベントは難しい面があるが地域との連携は続けていきたい。現在考えて

いるのは地域の人参観、祖父母参観などである。 

・保育園でもアピールしてきたが，なかなか児童数が増えない状況である。コロナ禍で実際に来校

してもらうのは難しいが、ＨP などでアピールしている。HP をいろいろな人に勧めていただき

たい。 

 

○ まとめ 

  ・先だって行われた学校保健委員会において，保護者から「家で教育すべきことを学校にお願いし

ていると感じる」という意見があった。家庭の教育力の低下については評議員からもときどき話

されていたので，共通の認識を持っていることがわかった。子どもたちが身につけるべき力を伸

ばすためには，家庭と学校を切り話して考えることはできない。家庭と学校が児童を共に育てて

いく意識を持つことの必要性を今後も学校から発信していく必要がある。 

・地域との関わりも大切にしてほしいという意見も多くあった。コロナ禍でできなかったことも多

かったが，地域の子どもは地域で育てるという思いを受け止め，新たな関わりの形を考え，子ど

もたちの成長のために手を携えていきたい。  

  ・この会を通じ，学校・保護者・地域の方すべてが子どもたちの成長を願っていることを改めて確

認することができた。来年度以降も保護者や地域の方の期待に応えるために，学校長がまとめた

内容について実践していけるようにしたい。 

 

 


